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　舟橋聖一文学賞は、文学の振興を通
じて、市民が豊かな心を育み、香り高
い文化を築くため、彦根市の名誉市民
である作家の故 舟橋聖一さんの文学
の世界に通じる優れた文芸作品に贈
ります。
　この賞は、公募式でなく、基準日を
設け、その基準日より前のおおむね１

年間に新しく単行本として刊行され
た優れた小説を対象としています。
　「舟橋聖一文学賞」が「文学奨励賞」

「青年文学賞」に応募する人の刺激と
なり、創作活動の目標、励みとなるよ
うに、また、広く地域文化の振興が図
れるよう期待します。

プロフィール
　1959 年大阪府生まれ。2008 年、第 3 回小説現代長編新人賞奨励賞を

『実さえ花さえ』（のちに『花競べ 向嶋なずな屋繁盛記』に改題）で受賞してデビ
ュー。2013 年に『恋歌』で第 3 回本屋が選ぶ時代小説大賞、2014 年に
同書で第 150 回直木賞、『阿

お

蘭
ら ん

陀
だ

西
さ い

鶴
か く

』で第 31 回織田作之助賞、2015
年に『すかたん』で第 3 回大阪ほんま本大賞、2016 年に『眩

くらら

』で第 22
回中山義秀文学賞を受賞。

『福袋』（小説）
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文学賞

　朝井　まかてさん
　　　　　　（大阪府大阪市）

撮影／森清（講談社）
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　舟橋聖一顕彰文学賞は、舟橋聖一さんの功績をたた
えるとともに、広く青少年の文学奨励をはじめとした
教育・文化の振興を図るために設けています。18〜
30 歳の青年を対象とした第 29 回「青年文学賞」に
は全国から 39 編の応募が、近畿各府県および滋賀県

に隣接する各県の小・中学生・高校生を対象とした第
32 回「文学奨励賞」には、計 130 編の応募があり
ました。
　選考の結果、次のとおり受賞作品を決定しました。
※高校生の部は、該当者なし
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問い合わせ先
市立図書館

☎ 22-0649
FAX26-0300


